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(57)【要約】
【課題】　文書を構成するページの後処理を考慮して面
付けを行う必要を無くし、作業効率に優れた文書処理技
術を提供すること。
【解決手段】　文書を構成するページの面付けを制御す
る文書処理装置は、選択された印刷方法に対応した後処
理用のサンプルページを印刷出力する出力部と、サンプ
ルページの後処理後の状態を示すプレビューパターンを
表示する表示部と、サンプルページの後処理の結果と、
プレビューパターンと、の比較に基づくプレビューパタ
ーンの選択を受け付ける受付部と、選択されたプレビュ
ーパタ－ンに基づき、文書を構成するページの面付けを
制御する制御部とを備える。
【選択図】　図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書を構成するページの面付けを制御する文書処理装置であって、
　選択された印刷方法に対応した後処理用のサンプルページを印刷出力する出力手段と、
　前記サンプルページの後処理後の状態を示すプレビューパターンを表示する表示手段と
、
　前記サンプルページの後処理の結果と、前記プレビューパターンと、の比較に基づくプ
レビューパターンの選択を受け付ける受付手段と、
　選択された前記プレビューパタ－ンに基づき、前記文書を構成するページの面付けを制
御する制御手段と
　を備えることを特徴とする文書処理装置。
【請求項２】
　前記文書を構成するページの綴じ方法を指定する指定手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記ページの綴じ方法と、前記プレビューパターンの選択結果と、に
基づき前記文書を構成するページの向きと、ページの並び順を制御することを特徴とする
請求項１に記載の文書処理装置。
【請求項３】
　前記指定手段は、前記ページの綴じ方向と、当該ページの袋方向との設定に基づき前記
ページの綴じ方法を指定することを特徴とする請求項２に記載の文書処理装置。
【請求項４】
　前記出力手段は、前記サンプルページの上下方向を識別するための識別マークを、当該
サンプルページに印刷することを特徴とする請求項１に記載の文書処理装置。
【請求項５】
　前記出力手段は、前記サンプルページの後処理を実行する装置に、当該サンプルページ
をセットする方向を識別するための挿入方向指示マークを印刷することを特徴とする請求
項１に記載の文書処理装置。
【請求項６】
　文書を構成するページの面付けを制御する文書処理方法であって、
　出力手段が、選択された印刷方法に対応した後処理用のサンプルページを印刷出力する
出力工程と、
　表示手段が、前記サンプルページの後処理後の状態を示すプレビューパターンを表示す
る表示工程と、
　受付手段が、前記サンプルページの後処理の結果と、前記プレビューパターンと、の比
較に基づくプレビューパターンの選択を受け付ける受付工程と、
　制御手段が、選択された前記プレビューパタ－ンに基づき、前記文書を構成するページ
の面付けを制御する制御工程と
　を備えることを特徴とする文書処理方法。
【請求項７】
　指定手段が、前記文書を構成するページの綴じ方法を指定する指定工程を更に備え、
　前記制御工程では、前記ページの綴じ方法と、前記プレビューパターンの選択結果と、
に基づき前記文書を構成するページの向きと、ページの並び順を制御することを特徴とす
る請求項６に記載の文書処理方法。
【請求項８】
　前記指定工程では、前記ページの綴じ方向と、当該ページの袋方向との設定に基づき前
記ページの綴じ方法を指定することを特徴とする請求項７に記載の文書処理方法。
【請求項９】
　前記出力工程では、前記サンプルページの上下方向を識別するための識別マークを、当
該サンプルページに印刷することを特徴とする請求項６に記載の文書処理方法。
【請求項１０】
　前記出力工程では、前記サンプルページの後処理を実行する装置に、当該サンプルペー
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ジをセットする方向を識別するための挿入方向指示マークを印刷することを特徴とする請
求項６に記載の文書処理方法。
【請求項１１】
　請求項６乃至１０のいずれか１項に記載の文書処理方法をコンピュータに実行させるこ
とを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ可読の記憶媒
体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文書を構成するページの面付けを制御する文書処理技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本の製本や出版を行う際に１枚の大きな紙に複数のページを印刷し、印刷後に折り、断
裁し、裁断したページを綴じる等の加工を加えることで印刷コストを低減させる文書処理
方法がある。この方法は、四つ折りもしくは８つ折り程度に紙を折ったあと、綴じる方向
以外の三方を断裁し、表紙でくるむことで本が完成するため、折りを行った後に正しい順
番にページが並ぶようにページの配置順、方向を考慮して面付けを行う必要がある。
【０００３】
　従来では、製本のための面付け作業を人手で行っていたが、手間のかかる作業であるた
め、その作業を自動的に行うための面付け処理システムを用いることにより面付け作業の
作業効率が改善されていた。従来技術として、例えば、特許文献１、２に示されるものが
ある。
【特許文献１】特開平０７－２５６９７５号公報
【特許文献２】特開平０６‐２０８２１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述の従来技術では、折る方向については考慮されていないため、決め
られた折り方で折らないとページが正しく配置された状態にならなかった。
【０００５】
　すなわち、面付けを行ったページを正しい順序、正しい綴じ方向で出力するためには、
折り機の扱いに慣れている熟練者でなければ正しい完成物を得ることはできなかった。
【０００６】
　また、ＰＯＤ（プリントオンデマンド）においては、印刷工程と、折り工程や断裁工程
がインライン化されたものなどが用いられることもある。折りの種類(例えば、四つ折り
、Z折り、観音開き折りなど)は設定できるが、折り方の詳細までは設定できないことがあ
る。このような場合、折り機の能力について把握した上で、ページの配置を行わないと正
しい結果を得ることができなかった。そのため、折り機の能力を把握する作業に手間がか
かり、作業効率の低下を招いていた。
【０００７】
　そこで、上記の従来技術の課題を解決するべく、文書を構成するページの後処理、例え
ば、折り機の折り順を考慮して面付けを行う必要を無くし、作業効率に優れた文書処理技
術の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成する、本発明に係る文書処理装置は、文書を構成するページの面付け
を制御する文書処理装置であって、
　選択された印刷方法に対応した後処理用のサンプルページを印刷出力する出力手段と、
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　前記サンプルページの後処理後の状態を示すプレビューパターンを表示する表示手段と
、
　前記サンプルページの後処理の結果と、前記プレビューパターンと、の比較に基づくプ
レビューパターンの選択を受け付ける受付手段と、
　選択された前記プレビューパタ－ンに基づき、前記文書を構成するページの面付けを制
御する制御手段とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　あるいは、本発明に係る文書処理方法は、文書を構成するページの面付けを制御する文
書処理方法であって、
　出力手段が、選択された印刷方法に対応した後処理用のサンプルページを印刷出力する
出力工程と、
　表示手段が、前記サンプルページの後処理後の状態を示すプレビューパターンを表示す
る表示工程と、
　受付手段が、前記サンプルページの後処理の結果と、前記プレビューパターンと、の比
較に基づくプレビューパターンの選択を受け付ける受付工程と、
　制御手段が、選択された前記プレビューパタ－ンに基づき、前記文書を構成するページ
の面付けを制御する制御工程とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、文書を構成するページの後処理を考慮して面付けを行う必要を無くし
、作業効率に優れた文書処理技術の提供が可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、本発明の好適な実施形態を例示的に詳しく説明する。ただし、
この実施の形態に記載されている構成要素はあくまで例示であり、本発明の技術的範囲は
、特許請求の範囲によって確定されるのであって、以下の個別の実施形態によって限定さ
れるわけではない。
【００１２】
　＜システム概要＞
　本発明の実施形態に係る文書処理システムの概要について、添付図面を参照して以下に
説明する。文書処理システムは、一般のアプリケーションによって作成されたデータファ
イルを電子原稿ファイルに変換する電子原稿ライタと、その電子原稿ファイルを編集する
機能を提供する製本アプリケーションとを含む。文書処理システムは、作成されたデータ
を一まとめにした文書の作成及び編集を可能とし、その操作性を向上させて文書編集を効
率的に行えるものである。
【００１３】
　＜システム構成及び動作＞
　図１は、本実施形態の文書処理システムのソフトウェア構成を示す図である。文書処理
システムは、文書処理装置として機能するコンピュータ１００（以下、「ホストコンピュ
ータ」とも呼ぶ）によって実現されている。一般アプリケーション１０１は、ワードプロ
セシングやスプレッドシート、フォトレタッチ、ドロー、あるいはペイント、プレゼンテ
ーション、テキスト編集などの機能を提供するアプリケーションプログラムである。一般
アプリケーション１０１は、オペレーティングシステム（ＯＳ）に対する印刷機能を有し
ている。これらのアプリケーションは、作成された文書データや画像データなどのアプリ
ケーションデータを印刷する際に、ＯＳによって提供される所定のインタフェースを利用
する。ＯＳによって提供される所定のインタフェースは、一般に、「ＧＤＩ（Graphic De
vice Interface）」と呼ばれる。
【００１４】
　一般アプリケーション１０１は、作成したデータを印刷するために、上述のインタフェ
ースを提供するＯＳの出力モジュールに対して、あらかじめ定められるＯＳに依存する形
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式の出力コマンド（ＧＤＩ関数と呼ばれる）を送信する。一方、出力コマンドを受けた出
力モジュールは、その出力コマンドをプリンタ等の出力デバイスが処理可能な形式に変換
して、変換されたコマンド（「ＤＤＩ関数」と呼ばれる）を出力する。
【００１５】
　出力デバイスが処理可能な形式はデバイスの種類やメーカ、機種などによって異なる。
そのため、デバイスごとにデバイスドライバが提供されており、ＯＳではそのデバイスド
ライバを利用してコマンドの変換を行い、印刷データを生成し、ＪＬ（Job Language）で
くくることにより印刷ジョブが生成される。ＯＳとしてマイクロソフト社のウインドウズ
（登録商標）を利用する場合には、前述した出力モジュールとしてはＧＤＩと呼ばれるモ
ジュールが相当する。
【００１６】
　電子原稿ライタ１０２は、上述のデバイスドライバを改良したものであり、本文書処理
システム実現のために提供されるソフトウェアモジュールである。但し、電子原稿ライタ
１０２は特定の出力デバイスを目的としておらず、詳細は後述する製本アプリケーション
１０４やプリンタドライバ１０６により処理可能な形式に出力コマンドを変換する。この
電子原稿ライタ１０２による変換後の形式（以後、「電子原稿形式」と呼ぶ）は、ページ
単位の原稿を詳細な書式をもって表現可能であれば特に問わない。実質的な標準形式のう
ち、例えば、アドビシステムズによるＰＤＦ形式やＳＶＧ形式などが電子原稿形式として
採用できる。
【００１７】
　一般アプリケーション１０１から電子原稿ライタ１０２を利用させる場合には、出力に
使用するデバイスドライバとして電子原稿ライタ１０２を指定してから印刷を実行させる
。但し、電子原稿ライタ１０２によって作成されたままの電子原稿形式の電子原稿ファイ
ルは完全な形式を備えていない。そのため、デバイスドライバとして電子原稿ライタ１０
２を指定するのは製本アプリケーション１０４であり、その管理下でアプリケーションデ
ータの電子原稿ファイルへの変換が実行される。
【００１８】
　製本アプリケーション１０４は電子原稿ライタ１０２が生成した新規の不完全な電子原
稿ファイルを、後述する形式を備えた電子原稿ファイル１０３として完成させる。以下、
この点を明瞭に識別する必要がある場合、電子原稿ライタ１０２によって作成されたファ
イルを「電子原稿ファイル」と呼び、製本アプリケーション１０４によって構造を与えら
れた電子原稿ファイルを「ブックファイル」と呼ぶ。また、特に区別する必要がない場合
は、アプリケーションにより生成されるドキュメントファイル、電子原稿ファイル、及び
ブックファイルをいずれも文書ファイル（または文書データ）と呼ぶ。
【００１９】
　デバイスドライバとして電子原稿ライタ１０２を指定し、一般アプリケーション１０１
によりデータを印刷させる。アプリケーションデータは一般アプリケーション１０１によ
って定義されたページ（論理ページ或は原稿ページと呼ぶ）を単位とする電子原稿形式に
変換され、電子原稿ファイル１０３としてハードディスクなどの記憶媒体に格納される。
尚、ハードディスクは、本実施形態の文書処理システムを実現するコンピュータが備えて
いるローカルドライブであっても良く、ネットワークに接続されている場合にはネットワ
ーク上に提供されるドライブであっても良い。
【００２０】
　製本アプリケーション１０４は電子原稿ファイル（あるいはブックファイル）１０３を
読み込み、それを編集するための機能を利用者に提供する。但し、製本アプリケーション
１０４は、各ページの内容を編集する機能は提供しておらず、ページを最小単位とし編集
機能により構成される。製本アプリケーション１０４は、後述する章やブックの構造を編
集するための機能を提供する。製本アプリケーション１０４によって編集されたブックフ
ァイル１０３を印刷する際には、製本アプリケーション１０４によって電子原稿デスプー
ラ１０５が起動される。
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【００２１】
　電子原稿デスプーラ１０５は、製本アプリケーション１０４と共にコンピュータ内にイ
ンストールされるプログラムモジュールである。電子原稿デスプーラ１０５は、製本アプ
リケーション１０４で利用するドキュメント（ブックファイル）を印刷する際に、プリン
タドライバへ描画データを出力するために使用されるモジュールである。電子原稿デスプ
ーラ１０５は、指定されたブックファイルをハードディスクから読み出し、ブックファイ
ルに記述された形式で各ページを印刷するために、前述したＯＳの出力モジュールに適合
する出力コマンドを生成する。そして、電子原稿デスプーラ１０５は、生成した出力コマ
ンドを不図示の出力モジュールに出力する。その際に、出力デバイスとして使用されるプ
リンタ１０７用のプリンタドライバ１０６がデバイスドライバとして指定される。
【００２２】
　上述の出力モジュールは、受信した出力コマンドをデバイスコマンドに変換して指定さ
れたプリンタ１０７用のプリンタドライバ１０６に出力する。プリンタドライバ１０６は
、デバイスコマンドをプリンタ１０７で解釈実行可能なページ記述言語等のコマンドに変
換する。そして、変換されたコマンドはプリンタドライバ１０６から不図示のシステムス
プーラを介してプリンタ１０７に送信され、プリンタ１０７によってコマンドに応じた画
像が印刷される。
【００２３】
　図２は、ホストコンピュータ１００のハードウェア構成を示すブロック図である。ＣＰ
Ｕ２０１は、ＲＯＭ２０３のプログラム用ＲＯＭに記憶された、あるいはハードディスク
（ＨＤ）２１１からＲＡＭ２０２にロードされたＯＳや一般アプリケーション、製本アプ
リケーションなどのプログラムを実行する。ＣＰＵ２０１は、プログラムの実行により、
図１のソフトウェア構成や、後述するフローチャートの手順を実現する。
【００２４】
　ＲＡＭ２０２は、ＣＰＵ２０１の主メモリ、ワークエリア等として機能する。キーボー
ドコントローラ（ＫＢＣ）２０５は、キーボード（ＫＢ）２０９や不図示のポインティン
グデバイスからのキー入力を制御する。ＣＲＴコントローラ（ＣＲＴＣ）２０６は、ＣＲ
Ｔ２１０の表示を制御する。ディスクコントローラ（ＤＫＣ）２０７は、ブートプログラ
ム、種々のアプリケーション、フォントデータ、ユーザファイル、後述する編集ファイル
等を記憶するハードディスク（ＨＤ）２１１やフレキシブルディスク（ＦＤ）等とのアク
セスを制御する。ＰＲＴＣ２０８は、接続されたプリンタ１０７との間の信号の交換を制
御する。ＮＣ２１２はネットワークに接続されて、ネットワークに接続された他の機器と
の通信制御処理を実行する。
【００２５】
　＜電子原稿データの形式＞
　製本アプリケーション１０４の詳細を言及する前に、ブックファイルのデータ形式につ
いて説明する。ブックファイルは紙媒体の書物を模倣した３層の層構造を有する。まず、
上位層は「ブック」と呼ばれ、１冊の本を模倣しており、その本全般に係る属性が定義さ
れている。その下の中間層は、本でいう章に相当し、やはり「章」と呼ばれる。各章につ
いても、章毎の属性が定義できる。そして、下位層は「ページ」であり、アプリケーショ
ンプログラムで定義された各ページに相当する。尚、各ページについてもページ毎の属性
が定義できる。更に、一つのブックは複数の章を含んでいてよく、また一つの章は複数の
ページを含むこともできる。
【００２６】
　図３に示す（Ａ）は、ブックファイルの形式の一例を示す図である。図示するように、
この例では、ブックファイルにおけるブック、章、ページは、それぞれに相当するノード
により示されている。一つのブックファイルは一つのブックを含む。ブック、章は、ブッ
クとしての構造を定義するための概念であるから、定義された属性値と下位層へのリンク
とをその実体として含む。ページは、アプリケーションプログラムによって出力されたペ
ージ毎のデータを実体として有する。そのため、ページは、その属性値のほかに、原稿ペ
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ージの実体（原稿ページデータ）と各原稿ページデータへのリンクを含む。
【００２７】
　尚、紙媒体等に出力する際の印刷ページは複数の原稿ページを含む場合がある。この構
造に関してはリンクによって表示されず、ブック、章、ページ各階層における属性として
表示される。
【００２８】
　図３において、ブック３０１には、ブック属性が定義されていると共に、２つの章３０
２Ａ、３０２Ｂがリンクされている。このリンクにより、章３０２Ａ、３０２Ｂがブック
３０１に包含されていることが表示される。章３０２Ａには、ページ３０３Ａ、３０３Ｂ
がリンクされ、これらページが含まれることが示されている。各ページ３０３Ａ、３０３
Ｂにはそれぞれ属性値が定義され、その実体である原稿ページデータ（１）、（２）への
リンクが含まれる。これらリンクは、図３に示す（Ｂ）のように原稿ページデータ３０４
のデータ（１）、（２）を指し示し、ページ３０３Ａ、３０３Ｂの実体が原稿ページデー
タ（１）、（２）であることを表示している。
【００２９】
　図４は、ブック属性のリストである。下位層と重複して定義可能な項目に関しては、下
位層の属性値が優先採用される。そのため、ブック属性にのみ含まれる項目に関しては、
ブック属性に定義された値はブック全体を通して有効な値となる。しかし、下位層と重複
する項目については、下位層において定義されていない場合における既定値としての意味
を有する。尚、図示された各項目は具体的に１項目に対応するのではなく、関連する複数
の項目を含むものもある。
【００３０】
　図５は章属性のリストであり、図６はページ属性のリストである。章属性とページ属性
との関係もブック属性と下位層の属性との関係と同様である。
【００３１】
　図４、図５及び図６から明らかなように、ブック属性に固有の項目は、印刷方法、製本
詳細、表紙／裏表紙、インデックス紙、合紙、章区切りの６項目である。これらはブック
を通して定義される項目である。
【００３２】
　印刷方法の属性としては、図４に示すように、片面印刷、両面印刷、製本印刷、四つ折
りの４つの値を指定できる。
【００３３】
　ここで、製本印刷とは、別途指定する枚数の用紙を束にして２つ折りにし、その束をつ
づり合わせることで製本が可能となる形式で印刷する方法である。製本詳細属性としては
、製本印刷が指定されている場合に、見開き方向や、束になる枚数等が指定できる。
【００３４】
　また、四つ折りとは紙を４つに折り、折った紙をページ順に重ね、綴じ方向（左右）以
外の三方を断裁し、綴じることで製本する方法を用いるためのページの配置を行うための
印刷方法である。製本詳細属性としては、四つ折りが指定されている場合に、綴じ方法等
の指定ができる。
【００３５】
　表紙／裏表紙の属性は、ブックとしてまとめられる電子原稿ファイルを印刷する際に、
表紙及び裏表紙となる用紙を付加することの指定、及び付加した用紙への印刷内容の指定
を含む。インデックス紙の属性は、章の区切りとして、印刷装置に別途用意される耳付き
インデックス紙の挿入の指定及びインデックス（耳）部分への印刷内容の指定を含む。こ
の属性は、印刷用紙とは別に用意された用紙を所望の位置に挿入するインサート機能を持
ったインサータが使用する印刷装置に備えられている場合か、あるいは、複数の給紙カセ
ットを使用可能である場合に有効となる。これは合紙属性についても同様である。
【００３６】
　合紙の属性は、章の区切りとして、インサータから、あるいは給紙カセットから供給さ
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れる用紙の挿入の指定、及び合紙を挿入する場合には、給紙元の指定などを含む。
【００３７】
　章区切りの属性は、章の区切り目において、新たな用紙を使用するか、新たな印刷ペー
ジを使用するか、特に何もしないか等の指定を含む。片面印刷時には、新たな用紙の使用
と新たな印刷ページの使用とは同じ意味を持つ。両面印刷時には、「新たな用紙の使用」
を指定すれば連続する章が１枚の用紙に印刷されることは無いが、「新たな印刷ページの
使用」を指定すれば、連続する章が１枚の用紙の表裏に印刷されることがあり得る。
【００３８】
　章属性に関しては、章に固有の項目はなく、全てブック属性と重複する。従って、章属
性における定義とブック属性における定義とが異なれば、章属性で定義された値が優先す
る。ブック属性と章属性とにのみ共通する項目は、用紙サイズ、用紙方向、Ｎ－ｕｐ印刷
指定、拡大縮小、排紙方法の５項目である。これらのうち、Ｎ－ｕｐ印刷指定の属性は１
印刷ページに含まれる原稿ページ数を指定するための項目である。指定可能な配置として
は、１×１、１×２、２×２、３×３、４×４などがある。排紙方法の属性は、排出した
用紙にステイプル処理を施すか否かを指定するための項目であり、この属性の有効性は使
用する印刷装置がステイプル機能を有するか否かに依存する。
【００３９】
　ページ属性に固有の項目には、ページ回転属性、ズーム、配置指定、アノテーション、
ページ分割などがある。ページ回転属性は、原稿ページを印刷ページに配置する際の回転
角度を指定するための項目である。ズーム属性は、原稿ページの変倍率を指定するための
項目である。変倍率は、仮想論理ページ領域のサイズを１００％として指定される。仮想
論理ページ領域とは、原稿ページを、Ｎｕｐ等の指定に応じて配置した場合に、１原稿ペ
ージが占める領域である。例えば、１×１であれば、仮想論理ページ領域は１印刷ページ
に相当する領域となり、１×２であれば、１印刷ページの各辺を約７０パーセントに縮小
した領域となる。
【００４０】
　ブック、章、ページについて共通な属性としては、ウォーターマーク属性及びヘッダ・
フッタ属性がある。ここで、ウォーターマークとは、アプリケーションで作成されたデー
タに重ねて印刷される、別途指定される画像や文字列などである。ヘッダ・フッタは、そ
れぞれ各ページの上余白及び下余白に印刷されるウォーターマークである。但し、ヘッダ
・フッタには、ページ番号や日時など変数により指定可能な項目が用意されている。尚、
ウォーターマーク属性およびヘッダ・フッタ属性において指定可能な内容は、章とページ
とは共通であるが、ブックはそれらと異なっている。ブックにおいてはウォーターマーク
やヘッダ・フッタの内容を設定できるし、また、ブック全体を通してどのようにウォータ
ーマークやヘッダ・フッタを印刷するかを指定することができる。一方、章やページでは
、その章やページにおいて、ブックで設定されたウォーターマークやヘッダ・フッタを印
刷するか否かを指定できる。
【００４１】
　＜ブックファイルの生成手順＞
　ブックファイルは上述したような構造及び内容を有している。次に、製本アプリケーシ
ョン１０４及び電子原稿ライタ１０２による電子原稿ファイル（ブックファイル）の作成
手順について説明する。ブックファイルの作成手順は、製本アプリケーション１０４によ
るブックファイルの編集操作の一環として実現される。
【００４２】
　＜ブックファイルオープン＞
　図７は、製本アプリケーション１０４によりブックファイルを開く手順を示す図である
。まず、開こうとするブックファイルが、新規作成すべきものであるか、それとも既存の
ものであるか判定する（ステップＳ７０１）。新規作成の場合には、章を含まないブック
ファイルを新規に作成する（ステップＳ７０２）。新規に作成されるブックファイルは、
図３の例で示せば、ブック３０１のノードのみを有し、章のノードに対するリンクが存在
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しないブックのノードとなる。ブック属性は、新規作成用としてあらかじめ用意された属
性のセットが適用される。そして、新規ブックファイルを編集するためのユーザインタフ
ェース（ＵＩ）画面を表示する（ステップＳ７０３）。
【００４３】
　図１１は、新規にブックファイルが作成された際のＵＩ画面の一例を示す図である。こ
の場合は、ブックファイルは実質的な内容を持たないため、ＵＩ画面１１００には何も表
示されない。
【００４４】
　一方、既存のブックファイルがあれば、指定されたブックファイルを開き（ステップＳ
７０３）、そのブックファイルの構造、属性、内容に従ってユーザインタフェース（ＵＩ
）画面を表示する。
【００４５】
　図１０は、既存のブックファイルから指定されたブックファイルを表示するＵＩ画面の
一例である。ＵＩ画面１１００は、ブックの構造を示すツリー部１１０１と、印刷された
状態を表示するプレビュー部１１０２とを含む。ツリー部１１０１には、ブックに含まれ
る章、各章に含まれるページが図３に示す（Ａ）のような木構造で表示される。ツリー部
１１０１に表示されるページは原稿ページである。またプレビュー部１１０２には、印刷
ページの内容が縮小されて表示される。その表示順序はブックの構造を反映したものとな
っている。開かれたブックファイルには、電子原稿ライタ１０２によって電子原稿ファイ
ルに変換されたアプリケーションデータを、新たな章（またはページ）として追加するこ
とができる。この機能を電子原稿インポート機能と呼ぶ。図７に示す手順によって新規に
作成されたブックファイルに電子原稿インポートすることで、そのブックファイルには実
体（章またはページの属性）が与えられる。この機能は、図１０の画面にアプリケーショ
ンデータをドラッグアンドドロップ操作することで起動される。
【００４６】
　＜電子原稿インポート＞
　図８は、電子原稿ファイルをブックファイルにインポートする手順例を示すフローチャ
ートである。まず、アプリケーションプログラムを起動し、デバイスドライバとして電子
原稿ライタ１０２を指定してアプリケーションデータを印刷出力させることで、電子原稿
データに変換する（ステップＳ８０１）。変換を終えたなら、変換されたデータが画像デ
ータであるか否かを判定する（ステップＳ８０２）。この判定は、ウインドウズ（登録商
標）ＯＳの下であれば、アプリケーションデータのファイル拡張子に基づいて行われる。
例えば、拡張子が「ｂｍｐ」であればウインドウズビットマップデータであり、「ｊｐｇ
」であればｊｐｅｇ圧縮された画像データ、「ｔｉｆｆ」であればｔｉｆｆ形式の画像デ
ータであると判定できる。また、このような画像データの場合はＳ８０１のようにアプリ
ケーションを起動せずに、画像データから直接電子原稿ファイルを生成することが可能で
あるため、Ｓ８０１の処理を省略することも可能である。
【００４７】
　ここで、画像データでなかった場合には、ステップＳ８０１で生成された電子原稿ファ
イルを、現在開かれているブックファイルのブックに、新たな章として追加する（ステッ
プＳ８０３）。章属性としては、ブック属性と共通するものについてはブック属性の値が
コピーされ、そうでないものについては、予め用意された規定値に設定される。
【００４８】
　ステップＳ８０２で画像データである場合には、原則として新たな章は追加されず、指
定されている章に、ステップＳ８０１で生成された電子原稿ファイルに含まれる各原稿ペ
ージが追加される（ステップＳ８０４）。但し、ブックファイルが新規作成されたファイ
ルであれば、新たな章が作成されて、その章に属するページとして電子原稿ファイルの各
ページが追加される。ページ属性は、上位層の属性と共通のものについてはその属性値が
与えられ、アプリケーションデータにおいて定義された属性を電子原稿ファイルに引き継
いでいるものについてはその値が与えられる。例えば、Ｎｕｐ指定などがアプリケーショ
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ンデータにおいて指定されていた場合には、その属性値が引き継がれる。このようにして
、新規なブックファイルが作成され、あるいは、新規な章が追加される。
【００４９】
　＜電子原稿ファイル生成＞
　図９は、図８に示すステップＳ８０１において、電子原稿ライタ１０２により電子原稿
ファイルを生成させる手順のフローチャートである。まず、新たな電子原稿ファイルを作
成して、それを開く（ステップＳ９０１）。指定したアプリケーションデータに対応する
アプリケーションを起動し、電子原稿ライタ１０２をデバイスドライバとしてＯＳの出力
モジュールに対して出力コマンドを送信させる。出力モジュールは、受信した出力コマン
ドを電子原稿ライタ１０２によって電子原稿形式のデータに変換し、出力する（ステップ
Ｓ９０２）。その出力先はステップＳ９０１で開いた電子原稿ファイルである。指定され
たデータ全てについて変換が終了したか判定し（ステップＳ９０３）、終了していれば電
子原稿ファイルを閉じる（ステップＳ９０４）。電子原稿ライタ１０２によって生成され
る電子原稿ファイルは、図３の（Ｂ）に示される原稿ページデータの実体を含むファイル
である。
【００５０】
　＜ブックファイルの編集＞
　以上のようにして、アプリケーションデータからブックファイルを作成することができ
る。生成されたブックファイルについては、章及びページに対して次のような編集操作が
可能である。
【００５１】
　（１）新規追加
　（２）削除
　（３）コピー
　（４）切り取り
　（５）貼り付け
　（６）移動
　（７）章名称変更
　（８）ページ番号名称振り直し
　（９）表紙挿入
　（１０）合紙挿入
　（１１）インデックス紙挿入
　（１２）各原稿ページに対するページレイアウト。
【００５２】
　このほか、一旦、行った編集操作を取り消す操作や、更に取り消した操作をやり直す操
作が可能である。これら編集機能により、例えば、複数のブックファイルの統合、ブック
ファイル内で章やページの再配置、ブックファイル内で章やページの削除、原稿ページの
レイアウト変更、合紙やインデックス紙の挿入などが可能となる。これらの操作を行うと
、図４、図５に示す属性に操作結果が反映されたり、あるいはブックファイルの構造に反
映されたりする。例えば、ブランクページの新規追加操作を行えば、指定された箇所にブ
ランクページが挿入される。このブランクページは原稿ページとして扱われる。また、原
稿ページに対するレイアウトを変更すれば、その変更内容は、印刷方法やＮ－ｕｐ印刷、
表紙／裏表紙、インデックス紙、合紙、章区切りといった属性に反映される。
【００５３】
　＜ブックファイルの出力＞
　以上のように作成・編集されるブックファイルは、印刷出力を最終目的とするものであ
る。ここで、利用者が、図１０に示した製本アプリケーションのＵＩ画面１１００からフ
ァイルメニューを選択し、そこから印刷を選択すると、指定した出力デバイスにより印刷
出力される。この際、まず製本アプリケーション１０４は、現在開かれているブックファ
イルからジョブチケットを作成し、そのジョブチケットを電子原稿デスプーラ１０５に渡
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す。一方、電子原稿デスプーラ１０５は、ジョブチケットをＯＳの出力コマンド、例えば
、ウインドウズ（登録商標）のＧＤＩ関数に変換し、それを出力モジュール、例えば、Ｇ
ＤＩに送信する。出力モジュールは、指定されたプリンタドライバ１０６によってデバイ
スに適したコマンドを生成し、そのデバイスに送信する。
【００５４】
　ここで、ジョブチケットは、原稿ページを最小単位とする構造を有するデータである。
ジョブチケットにおける構造は、用紙上における原稿ページのレイアウトを定義している
。ジョブチケットは１ジョブにつき１つ発行される。そのため、まず最上位にドキュメン
トというノードがあり、文書全体の属性、例えば、両面印刷／片面印刷などが定義されて
いる。その下には、用紙ノードが属し、用いるべき用紙の識別子やプリンタにおける給紙
口の指定などの属性が含まれる。各用紙ノードには、その用紙で印刷されるシートのノー
ドが属する。１シートは１枚の用紙に相当する。各シートには、印刷ページ（物理ページ
）が属する。片面印刷ならば１シートには１物理ページが属し、両面印刷ならば１シート
に２物理ページが属する。各物理ページには、その上に配置される原稿ページが属する。
また物理ページの属性として、原稿ページのレイアウトが含まれる。電子原稿デスプーラ
１０５は、上述のジョブチケットを、出力モジュールへの出力コマンドに変換する。
【００５５】
　＜そのほかのシステム構成＞
　本実施形態の文書処理システムは、スタンドアロン型のシステムに限定されるものでは
なく、これを拡張したサーバクライアントシステムでもほぼ同様の構成・手順でブックフ
ァイルを作成・編集することができる。ブックファイルや印刷処理はサーバによって管理
される。
【００５６】
　図１２は、サーバクライアント型文書処理システムにおけるソフトウェアの構成例を示
す図である。
【００５７】
　クライアント文書処理システムは、スタンドアロン型システムに、クライアントモジュ
ールであるＤＯＭＳ（Document Output Management Service：文書出力管理サービス）ド
ライバ１０９を加えた構成を有する。クライアント文書処理システムは、更に、ＤＯＭＳ
プリントサービスモジュール１１０、ＤＳ（文書サービス）クライアントモジュール（Ｄ
Ｓクライアント１０８）を加えた構成を有する。
【００５８】
　このクライアント文書処理システム１２００に、文書管理サーバ１２０１、印刷集中管
理サーバ１２０２及びプリントサーバ１２０３が接続されている。これらサーバは、通常
、ネットワークによってクライアント文書処理システムと接続されるが、サーバが同時に
クライアントとしても機能する場合には、ネットワーク間の通信をシミュレートするプロ
セス間通信によって接続される。
【００５９】
　尚、図１２に示す例では、文書管理サーバ１２０１と印刷集中管理サーバ１２０２の両
方のサーバがクライアントに接続されているが、何れか一方のみネットワーク上に存在す
る場合もあり得る。例えば、接続されているサーバが文書管理サーバであれば、そのＤＳ
クライアント１０８を含む文書管理サーバクライアントシステム１２０１ＳＣがスタンド
アロン型文書管理システムに追加される。また印刷集中管理サーバであれば、そのクライ
アントモジュールを含む印刷集中管理サーバ１２０２が、スタンドアロン型文書管理シス
テムに追加される。
【００６０】
　文書管理サーバ１２０１は、製本アプリケーション１０４により作成・編集されたブッ
クファイルを格納するサーバである。文書管理サーバ１２０１によってブックファイルを
管理する場合、ブックファイルはクライアントＰＣのローカルＨＤに代わって、あるいは
それに加えて、文書管理サーバ１２０１のデータベース（ＤＢ）１２１１に保存される。
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製本アプリケーション１０４と文書管理サーバ１２０１との間のブックファイルの保存及
び読み出しは、ＤＳクライアント１０８及びＤＳコア１２１２を介して行われる。
【００６１】
　印刷集中管理サーバ１２０２は、クライアント文書処理システム１２００に格納された
、あるいは文書管理サーバ１２０１に格納されたブックファイルの印刷を管理するサーバ
である。クライアントにおける印刷要求は、ＤＯＭＳドライバ１０９およびＤＯＭＳプリ
ントサービスモジュール１１０を介して印刷集中管理サーバ１２０２のＤＯＭＳＷＧサー
バモジュール１２２１に送信される。
【００６２】
　印刷集中管理サーバ１２０２は、クライアントのプリンタで印刷する場合にはクライア
ントのＤＯＭＳプリントサービスモジュール１１０を介して電子原稿デスプーラ１０５に
電子原稿データを渡す。また、プリントサーバ１２０３により印刷する場合には、プリン
トサーバ１２０３のプリントサーバ１２０３に送信する。印刷集中管理サーバ１２０２は
、例えば、保存されているブックファイルに対して印刷要求を発行した利用者の資格など
についてセキュリティチェックを行ったり、印刷処理のログを保存したりする。このよう
に、文書処理システムは、スタンドアロンとしても、クライアントサーバシステムとして
も実現できる。
【００６３】
　＜プレビュー表示の内容＞
　既に説明した通り、ブックファイルが製本アプリケーション１０４によって開かれると
、図１０に示したユーザインタフェース画面１１００が表示される。ツリー部１１０１に
は、開いているブック（以下、「注目ブック」と呼ぶ）の構造を示すツリーが表示される
。プレビュー部には、利用者の指定に応じて、３通りの表示方法が用意されている。まず
、第１は原稿ページをそのまま表示する原稿ビューと呼ばれるモードである。この原稿ビ
ューモードでは、注目ブックに属する原稿ページの内容が縮小されて表示される。尚、プ
レビュー部１１０２の表示にレイアウトは反映されない。次に、第２は印刷ビューモード
である。この印刷ビューモードでは、プレビュー部１１０２には原稿ページのレイアウト
が反映された形で原稿ページが表示される。そして、第３は簡易印刷ビューモードである
。この簡易印刷ビューモードでは、各原稿ページの内容はプレビュー部の表示には反映さ
れず、レイアウトのみが反映される。
【００６４】
　＜ステイプル制御＞
　次に、ステイプル機能を有するプリンタと接続するホストコンピュータ１００において
、製本アプリケーション１０４が実行するステイプル制御について説明する。
【００６５】
　図１３は、ステイプル制御システムの構成を示すブロック図である。図示するように、
ステイプル制御システムは、図２に示したホストコンピュータ１００と、ステイプル機能
を有するプリンタ１０７と、で構成される。
【００６６】
　以下、プリンタ１０７の構成について説明する。尚、本発明の機能が実現されるのであ
れば、単体の機器であっても、複数の機器からなるシステムであっても、ＬＡＮ、ＷＡＮ
等のネットワークを介して接続がなされ、処理が行われるシステムであっても本発明を適
用できる。
【００６７】
　プリンタ１０７において、１３０１はプリンタＣＰＵである。ＲＯＭ１３０２内のプロ
グラム用ＲＯＭや外部メモリ１３０３に記憶された制御プログラムに基づいて、システム
バス１３０４、印刷部Ｉ／Ｆ１３０５を介して、印刷部（プリンタエンジン）１３０６に
画像信号が出力される。
【００６８】
　ＲＯＭ１３０２内のプログラムＲＯＭには、ＣＰＵ１３０１の制御プログラム等が記憶
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され、ＲＯＭ１３０２内のフォント用ＲＯＭには、出力情報を生成する際に使用するフォ
ントデータ等が記憶される。ＲＯＭ１３０２内のデータ用ＲＯＭには、ハードディスク等
の外部メモリ１３０３がないプリンタの場合、ホストコンピュータ１００上で利用される
情報等が記憶される。
【００６９】
　また、ＣＰＵ１３０１は、入力部１３０７を介してホストコンピュータ１００との通信
処理が可能となっており、プリンタ１０７内の情報等をホストコンピュータ１００に通知
できる。ＲＡＭ１３０８は、ＣＰＵ１３０１の主メモリや、ワークエリア等として機能す
るＲＡＭであり、図示しない増設ポートに接続されるオプションＲＡＭによりメモリ容量
を拡張することができるように構成されている。
【００７０】
　尚、ＲＡＭ１３０８は、出力情報展開領域、環境データ格納領域、ＮＶＲＡＭ等に用い
られる。上述したハードディスク（ＨＤ）、ＩＣカード等の外部メモリ１３０３は、メモ
リコントローラ（ＭＣ）１３０９によりアクセスを制御される。外部メモリ１３０３は、
オプションとして接続され、フォントデータ、エミュレーションプログラム、フォームデ
ータ等を記憶する。また、操作部１３１１は操作のためのスイッチ及びＬＥＤ表示器等で
構成されている。上述の外部メモリ１３０３は１個に限らず、複数個備えられ、内蔵フォ
ントに加えてオプションカード、言語系の異なるプリンタ制御言語を解釈するプログラム
を格納した外部メモリを複数接続できるように構成されていても良い。更に、図示しない
ＮＶＲＡＭを有し、操作部１３１１からのプリンタモード設定情報を記憶するようにして
も良い。前述のように、章単位でアプリケーションデータを取り込むが、その際、章に対
しインポート元の原稿情報を埋め込む。
【００７１】
　＜文書処理システム＞
　図１４は、本発明の実施形態に係る文書処理システムの構成を概略的に示す図である。
文書処理装置として機能するホストコンピュータ１００とプリンタ１０７はネットワーク
１４０３で接続されており、ホストコンピュータ１００からの印刷ジョブはネットワーク
１４０３を通じてプリンタ１０７に送信され、印刷される。
【００７２】
　後処理装置として機能する折り機１４０１及びくるみ製本機１４０２はホストコンピュ
ータ１００及びプリンタ１０７とはネットワーク１４０３で接続されていない、独立した
状態である。文書処理装置（ホストコンピュータ１００）において、印刷方法として四つ
折り印刷が選択された場合、プリンタ１０７で印刷された印刷物はユーザによって折り機
１４０１へ運ばれ、折り機１４０１において後処理（折り処理）されることになる。
【００７３】
　四つ折り製本を行う場合は、印刷が完了した用紙を折り機１４０１まで運び、面付けに
あった四つ折り処理を行う。折り処理が終わった成果物を、くるみ製本機１４０２まで運
び、くるみ製本処理を行う。折り処理が終わった用紙を表紙でくるみ、糊付けを行い、綴
じ方向以外の用紙の三方を断裁することで製本処理が完了する。
【００７４】
　本発明の実施形態においては、最終的な後処理を実行する前に、選択された印刷方法に
対応した後処理用のサンプルページをプリンタ１０７で印刷する。折り処理が必要となる
印刷方法が選択されている場合、サンプルページを折り機１４０１で後処理（折り処理）
する。その後処理（折り処理）結果を文書処理装置（ホストコンピュータ１００）が実行
する面付け制御に反映する。
【００７５】
　以下に示す実施形態では、折り処理が必要となる印刷方法（四つ折り印刷）を例として
説明しているが、本発明の趣旨がこの例に限定されるものではない。他の後処理（例えば
、製本等）が必要となる印刷方法においても同様に本発明を適用することが可能であるこ
とはいうまでもない。
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【００７６】
　＜文書処理の全体フロー＞
　図１５は、ブックファイルのブック属性において、印刷方法として四つ折りを指定した
場合の文書処理の流れを示す図である。本処理は、製本アプリケーション１０４の制御の
下に実行することができる。
【００７７】
　まず、ユーザ（作業者）は印刷方法を選択する。図１６は、印刷方法を選択するユーザ
インタフェースを例示的に示す図であり、ここでは、「片面印刷」、「両面印刷」「製本
印刷」「四つ折り印刷」のいずれかを選択することができるようになっている。尚、印刷
方法としては、上述の４つに限定されるものではなく、その他、８つ折り方法等、ブック
属性としてサポートする印刷方法に対応して、ユーザインタフェースの表示を制御するこ
とは可能である。
【００７８】
　四つ折り印刷１６０１を選択すると、折り機の折り方に合わせた面付けを行うために、
選択された印刷方法（四つ折り印刷１６０１）に対応した後処理用のサンプルページを出
力し、面付けを行うか確認するメッセージ１６０２が表示される。ここで、製本アプリケ
ーション１０４は、サンプルページの出力が選択されたか否かを判定する（Ｓ１５０１）
。
【００７９】
　メッセージ１６０２において、サンプルページの出力をキャンセルすると（Ｓ１５０１
－ＮＯ）処理は、ステップＳ１５０２に進められる。ステップＳ１５０２において、製本
アプリケーション１０４は、ユーザの指示に従って綴じ方法を選択する。綴じ方法の選択
として、例えば、図１７に示すような、綴じ天袋、左綴じ地袋、右綴じ天袋、右綴じ地袋
の４つから所望の綴じ方法（折ったページをどのように綴じるかという綴じ方法）を選択
することができる。ここで、綴じ方法には、ページの綴じ方向（右綴じ、または左綴じ）
と、袋方向（天袋、地袋）と、が含まれる。
【００８０】
　そして、ステップＳ１５０７において、製本アプリケーション１０４は、選択した方法
に合ったページの配置に並び替え（面付け）を実行する。
【００８１】
　一方、メッセージ１６０２において、ユーザによりサンプルページの出力（ＯＫ）が選
択されると（Ｓ１５０１－ＹＥＳ）、処理は、ステップＳ１５０３に進められ、サンプル
出力モードに移行する。サンプル出力モードとは、折り処理用のサンプルページを出力す
ることで、折り機の折り方をユーザ（作業者）に報知する出力モードである。
【００８２】
　サンプル出力モードをユーザが選択した場合、ステップＳ１５０３において、製本アプ
リケーション１０４の指示に従い、情報処理装置は、サンプルページの印刷ジョブをプリ
ンタ１０７に送信する。その結果、図１８に示すようなサンプルページがプリンタ１０７
により印刷される。印刷されるサンプルページは、例えば、四つ折り印刷が印刷方法とし
て選択された場合、４ＵＰ(用紙の片面に４枚の原稿を均等に割り付ける)、両面で印刷さ
れる。各ページの内容は、表面、裏面ともにページの上下の識別ができるように、各ペー
ジの内容には上下識別マーク１８０２、１８０３が印刷される。また、サンプルページの
表面には、折り機への挿入方向を示す挿入方向指示マーク１８０１が印刷される。製本ア
プリケーション１０４は、挿入方向指示マーク１８０１を、サンプルページの上面側１８
０６の他、折り機への挿入方向に合わせて、左右の面側１８０４、１８０５、下面側１８
０７に印刷することも可能である。
【００８３】
　サンプルページの表面において、上下左右いずれかに折り機に挿入する方向を示した挿
入方向指示マーク１８０１を印刷する。挿入方向指示マーク１８０１により、ユーザ（作
業者）が折り機に用紙をセットする際に、用紙の向きを回転させてしまい間違った方向で



(15) JP 2008-276623 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

、折り処理が実行されるのを防ぐことが可能になる。挿入方向指示マーク１８０１はユー
ザにより、サンプルページ（用紙）のどちら側に印刷するかを選択することができる。
【００８４】
　サンプルページの印刷ジョブ送信後、図１９に示すメッセージを画面上に表示し、サン
プルページの印刷後に、印刷したサンプルページを折り機で折り処理を行うように、ユー
ザ（作業者）による操作を指示する。
【００８５】
　ステップＳ１５０４において、製本アプリケーション１０４は、折った後のサンプルペ
ージ（用紙）の状態をプレビューする。図２０は、折り工程後の状態をプレビューするユ
ーザインタフェースを例示する図である。画面上に表示されるプレビューはサンプルペー
ジを印刷し、折り処理を行った場合になりうる四つ折り状態の全てが表示される。ユーザ
が選択した印刷方法により、サンプルページを四つ折りにする場合、まず、２つ折りのパ
ターンとして、（１）表面を外側とし、裏面を内側に折るか、（２）表面を内側とし、裏
面を外側に折るか、２通りがある。更に、２つ折にしたものを四つ折りにするには、（３
）２つ折にした半ページ分を手前側に折り返すか、（４）裏側に折り返すか、の２通りが
ある。都合、組み合わせにより４通りの折り処理のパターンが表示される。図２０におい
て、左から順に、折り方２００１、折り方２００２、折り方２００３、折り方２００４と
呼ぶ。サンプルページを折り機で折り、四つ折り処理を行った場合、プレビュー画面に表
示されている４パターンのうちいずれかの状態と一致することになる。
【００８６】
　プレビュー用の４パターンは、文書処理装置として機能するホストコンピュータ１００
におけるハードディスク（ＨＤ）２１１またはデータＲＯＭに予め格納されているものと
する。プレビュー用のパターンは、印刷方法それぞれに対応して格納されているものとす
る。印刷方法が図１６に示すユーザインタフェースで選択されると、選択された印刷方法
に対応したサンプルページの後処理後の状態を示すプレビューパターンがハードディスク
（ＨＤ）２１１等から読み出され、ＣＲＴ２１０に表示される。
【００８７】
　ユーザは、Ｓ１５０４の後、実際に折り機１４０１で折られたサンプルページの後処理
結果と、図２０の折り処理パターンと、を比較して、同じ状態となっている折り方（折り
処理パターン）を選択する。すなわち、サンプルページの後処理の結果と、プレビューパ
ターンと、を比較して一致するプレビューパターンをユーザが選択する。ユーザは、サン
プルページの後処理の結果と一致するプレビューパターンを受付入力欄２００５に入力す
る。製本アプリケーション１０４は、受付入力欄２００５の入力に基づき、サンプルペー
ジの後処理の結果と、プレビューパターンと、の比較に基づくプレビューパターンの選択
を受け付ける（Ｓ１５０５）。ＯＫボタン２００６の押下により受付が確定する。
【００８８】
　ステップＳ１５０５において、ユーザにより、折り方（折り処理パターン）が選択され
ると、処理はステップＳ１５０６に進められる。
【００８９】
　そして、ユーザ（作業者）は、図２０から折り処理パターンを選択した後、所望する綴
じ方法を選択する。綴じ方法には、ページの綴じ方向（右綴じ、または左綴じ）と、袋方
向（天袋、地袋）と、が含まれる。図２１は、ユーザ（作業者）が綴じ方法を選択するた
めのユーザインタフェースである。このユーザインタフェースに基づき、最終的な印刷物
を左綴じにするか、右綴じにするか、綴じ方向の指定と、折った後の袋の方向が上(天袋)
であるか下(地袋)であるかの袋方向を選択することができる。
【００９０】
　ステップＳ１５０７において、製本アプリケーション１０４は、先のステップＳ１５０
５、Ｓ１５０６で選択された情報に基づき、面付け方法を決定する。
【００９１】
　＜面付け処理＞
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　図２２は、指定された四つ折り方法に基づき、面付け処理を実行するためのフローチャ
ートである。本処理は、製本アプリケーション１０４の制御の下に実行することができる
。
【００９２】
　まず、最初にステップＳ２２０１で、製本アプリケーション１０４は、右綴じ地袋また
は左綴じ天袋が選択されているか判定する。右綴じ地袋または左綴じ天袋であるかは、サ
ンプル出力モードが選択されている場合は、図１５のステップＳ１５０５、Ｓ１５０６に
おける選択結果に基づき判定される。また、サンプル出力モードでない場合は、ステップ
Ｓ１５０２で、ユーザによって入力された綴じ方法に基づき判定される。
【００９３】
　綴じ方法が右綴じ地袋、または左綴じ天袋の場合（Ｓ２２０１－Ｙｅｓ）、処理はステ
ップＳ２２０２に進められる。ステップＳ２２０２において、製本アプリケーション１０
４は、四つ折りページ配置１（図２３）の順番で論理ページを配置する。ここで、論理ペ
ージとは、製本アプリケーションで扱われるページをいう。製本アプリケーション１０４
は、実際にプリンタ１０７により印刷出力されるページ（物理ページ）に、論理ページの
配置、並び順を制御して、面付けを制御することができる。
【００９４】
　図２３は、四つ折りページ配置１として物理ページ上に配置される論理ページの配置を
示す図である。論理ページは、用紙１枚目（物理ページ）の表面の左上に１ページ目、右
上に８ページ目、左下に４ページ目、右下に５ページ目が配置される。用紙１枚目の裏面
の左上に７ページ目、右上に２ページ目、左下に６ページ目、右下に３ページ目が配置さ
れる（図２３（ａ））。
【００９５】
　ここで、（用紙枚数Ｐ(物理ページ一枚目を１、二枚目を２、x枚目をxとする)－１)ｘ
８＝Ｎとする。Ｎを用いて、論理ページの配置を示すと、図２３（ｂ）に示すように、用
紙Ｐ枚目の表面の左上にＮ＋１ページ目、右上にＮ＋８ページ目、左下にＮ＋４ページ目
、右下にＮ＋５ページ目が配置される。また、用紙Ｐ枚目の裏面の左上にＮ＋７ページ目
、右上にＮ＋２ページ目、左下にＮ＋６ページ目、右下にＮ＋３ページ目が配置される。
【００９６】
　論理ページ９ページ目以降も、図２３（ｂ）の順番に従い物理ページに配置される。
【００９７】
　一方、綴じ方法が右綴じ天袋、または左綴じ地袋の場合（Ｓ２２０１－Ｎｏ）、処理は
、ステップＳ２２０３に進められる。ステップＳ２２０３において、製本アプリケーショ
ン１０４は、四つ折りページ配置２の順番で論理ページを配置する。図２４は、四つ折り
ページ配置２として物理ページ上に配置される論理ページの配置を示す図である。論理ペ
ージは、用紙１枚目（物理ページ）の表面の左上に８ページ目、右上に１ページ目、左下
に５ページ目、右下に４ページ目が配置される。用紙１枚目の裏面の左上に２ページ目、
右上に７ページ目、左下に３ページ目、右下に６ページ目が配置される（図２４（ａ））
。
【００９８】
　図２３（ｂ）の場合と同様にＮを用いて、論理ページの配置を示すと、図２４（ｂ）に
示すように、用紙Ｐ枚目の表面の左上にＮ＋８ページ目、右上にＮ＋１ページ目、左下に
Ｎ＋５ページ目、右下にＮ＋４ページ目が配置される。また、用紙Ｐ枚目の裏面の左上に
Ｎ＋２ページ目、右上にＮ＋７ページ目、左下にＮ＋３ページ目、右下にＮ＋６ページ目
が配置される。
【００９９】
　論理ページ９ページ目以降も、図２４（ｂ）の順番に従い物理ページに配置される。
【０１００】
　ステップＳ２２０４において、製本アプリケーション１０４は、綴じ方向として右綴じ
が選択されているか判定する。右綴じが選択されている場合、Ｓ２２０６において、先の
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Ｓ２２０２で配置された論理ページ、Ｎ＋３、Ｎ＋４、Ｎ＋５、Ｎ＋６（Ｎ＝(用紙の数
Ｐ－１)ｘ８：Ｐ＝１、２、）を１８０度回転させ、論理ページの上下方向を反転させる
面付け制御が実行される。
【０１０１】
　図２５（ａ）はＳ２２０６の処理により、用紙１枚目の論理ページ３、４、５、６ペー
ジが反転した状態を示す図である。図２５（ｂ）は、用紙Ｐ枚目の論理ページＮ＋３、Ｎ
＋４、Ｎ＋５、Ｎ＋６ページ目が１８０度反転した状態を示す図である。
【０１０２】
　一方、ステップＳ２２０４の判定で、右綴じが選択されていない場合（Ｓ２２０４－Ｎ
ｏ）、処理はステップＳ２２０７に進められる。
【０１０３】
　Ｓ２２０７において、製本アプリケーション１０４は、先のＳ２２０２で配置された論
理ページ、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋７、Ｎ＋８（Ｎ＝(用紙の数Ｐ－１)ｘ８：Ｐ＝１、２、
・・・）を１８０度回転させ、論理ページの上下方向を反転する。
【０１０４】
　図２６（ａ）はＳ２２０７の処理により、用紙１枚目の論理ページ１、２、７、８ペー
ジが反転した状態を示す図であり、図２６（ｂ）は、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋７、Ｎ＋８ペ
ージ目が１８０度反転した状態を示す図である。
【０１０５】
　ステップＳ２２０５において、製本アプリケーション１０４は、綴じ方向として右綴じ
が選択されているか判定する。右綴じが選択されている場合、Ｓ２２０８において、製本
アプリケーション１０４は、Ｓ２２０３で配置された論理ページ、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋
７、Ｎ＋８（Ｎ＝(用紙の数Ｐ－１)ｘ８：Ｐ＝１、２、）を１８０度回転させ、論理ペー
ジの上下方向を反転する。
【０１０６】
　一方、ステップＳ２２０５の判定で、右綴じが選択されていない場合（Ｓ２２０５－Ｎ
ｏ）、処理はステップＳ２２０９に進められる。
【０１０７】
　ステップＳ２２０９において、製本アプリケーション１０４は、先のステップＳ２２０
３で配置された論理ページ、Ｎ＋３、Ｎ＋４、Ｎ＋５、Ｎ＋６（Ｎ＝(用紙の数Ｐ－１)ｘ
８：Ｐ＝１、２、・・・）を１８０度回転させ、論理ページの上下方向を反転する。
【０１０８】
　以上の処理が終了すると、処理はステップＳ２２１０に進められる。
【０１０９】
　ステップＳ２２１０において、製本アプリケーション１０４は、一つの物理ページに配
置される論理ページを結合する(図２７参照)。印刷方法として四つ折りが選択されている
場合、１つの物理ページに４つの論理ページが配置されることになる。１つの物理ページ
に配置される４つの論理ページが１つに結合される。
【０１１０】
　次に、ステップＳ２２１１において、製本アプリケーション１０４は、図１５のステッ
プＳ１５０５で入力された情報に基づいて、折り方（折り処理パターン）を判定する。
【０１１１】
　折り方１の場合、これまでの処理ですでに適切な配置に面付けされているため、面付け
処理は終了となる。
【０１１２】
　折り方２の場合には、処理はステップＳ２２１２に進められ、ステップＳ２２１０の処
理で、４つの論理ページを結合した物理ページを１８０度回転させる面付け制御を行う。
図２８は、折り方２の面付け制御として、物理ページの回転を例示する図であり、用紙１
枚目の物理ページ（図２８（ａ））は、１８０度回転して、図２８（ｂ）に示すようにな
る。また、用紙Ｐ枚目の物理ページ（図２８（ｃ））は、１８０度回転して、図２８（ｄ
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）に示すようになる。ここで、Ｎ＝(用紙の数Ｐ－１)ｘ８（Ｐ＝１、２、・・・）。
【０１１３】
　折り方３の場合には、処理はステップＳ２２１３に進められる。ステップ２２１３にお
いて、物理ページの表面と裏面とを交換する（入れ替える）面付け制御を行う。すなわち
、物理ページ１ページと物理ページ２ページ、物理ページ３ページと物理ページ４ページ
、・・・・物理ページＭ(用紙枚数Ｐｘ２)－１ページと物理ページＭページの交換を行う
。図２９は、折り方３の面付け制御として、物理ページの入れ替えを例示する図である。
用紙１枚目の表面の物理ページ２９０１と裏面の物理ページ２９０２とが交換される（図
２９（ａ））。図２９（ｂ）は、用紙１枚目について、物理ページが交換された状態を示
す図であり、交換前に裏面を構成していた物理ページ２９０２は、表面を構成する物理ペ
ージとして面付けされる。また、交換前に表面を構成していた物理ページ２９０１は、裏
面を構成する物理ページとして面付けされる。
【０１１４】
　用紙Ｐ枚目の面付け制御においても同様に、表面の物理ページ２９０３と裏面の物理ペ
ージ２９０４とが交換される（図２９（ｃ））。図２９（ｄ）は、用紙Ｐ枚目について、
物理ページが交換された状態を示す図であり、交換前に裏面を構成していた物理ページ２
９０４は、表面を構成する物理ページとして面付けされる。交換前に表面を構成していた
物理ページ２９０３は、裏面を構成する物理ページとして面付けされる。
【０１１５】
　折り方４の場合には、処理はステップＳ２２１４に進められる。ステップ２２１４にお
いて、（ａ）まず、４つの論理ページを結合した物理ページを１８０度回転させる面付け
制御を行う。（ｂ）次に、物理ページの表面と裏面とを交換する（入れ替える）面付け制
御を行う。
【０１１６】
　図３０は、折り方４の面付け制御を例示する図である。用紙１枚目の物理ページ（図３
０（ａ））は、１８０度回転して、図３０（ｂ）に示すようになる。
【０１１７】
　用紙１枚目の表面の物理ページ３００１と裏面の物理ページ３００２とが交換される（
図３０（ｂ））。交換前に裏面を構成していた物理ページ３００２は、表面を構成する物
理ページとして面付けされる。また、交換前に表面を構成していた物理ページ３００１は
、裏面を構成する物理ページとして面付けされる。
【０１１８】
　図３０の面付け制御においては、回転をしてから交換をする処理の流れを説明したが、
この順番に限定されず、先に交換をしてから回転を行うようにしてもよい。
【０１１９】
　以上の手順により、面付け制御が実行され、サンプルページと同じ方向に印刷物を折り
機に挿入することで、四つ折り製本時に適切なページ順で並んだ文書処理が可能になる。
【０１２０】
　尚、上述の実施形態では、四つ折りの例を説明したが、この例に限定されず、例えば、
８つ折りにおいても同様の手順で面付け制御を行うことが可能である。
【０１２１】
　本実施形態によれば、文書を構成するページの後処理を考慮して面付けを行う必要を無
くし、作業効率に優れた文書処理技術の提供が可能になる。
【０１２２】
　（他の実施形態）
　なお、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記録したコンピュータ可読の記憶媒体を、システムあるいは装置に供給すること
によっても、達成されることは言うまでもない。また、システムあるいは装置のコンピュ
ータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行す
ることによっても、達成されることは言うまでもない。
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【０１２３】
　この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を
実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成すること
になる。
【０１２４】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、不揮発性の
メモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【０１２５】
　また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
形態の機能が実現される。また、プログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼
働しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または全部を行い
、その処理によって前述した実施形態が実現される場合も含まれることは言うまでもない
。
【図面の簡単な説明】
【０１２６】
【図１】本実施形態の文書処理システムのソフトウェア構成を示す図である。
【図２】ホストコンピュータのハードウェア構成を示すブロック図である。
【図３】ブックファイルの構造の一例を示す図である。
【図４】ブック属性の一覧を示す図である。
【図５】章属性の一覧を示す図である。
【図６】ページ属性の一覧を示す図である。
【図７】製本アプリケーションによりブックファイルを開く手順を示す図である。
【図８】電子原稿ファイルをブックファイルにインポートする手順例を示すフローチャー
トである。
【図９】図８に示すステップＳ８０１において、電子原稿ライタ１０２により電子原稿フ
ァイルを生成させる手順のフローチャートである。
【図１０】製本アプリケーションのＵＩ画面を示す図である。
【図１１】新規にブックファイルが作成された際のＵＩ画面の一例を示す図である。
【図１２】サーバクライアント型文書処理システムにおけるソフトウェアの構成例を示す
図である。
【図１３】ステイプル制御システムの構成を示す図である。
【図１４】実施形態に係る文書処理システムの構成を概略的に示す図である。
【図１５】ブックファイルのブック属性において、印刷方法として四つ折りを指定した場
合の文書処理の流れを示す図である。
【図１６】本実施例の出力サンプルモード選択ＵＩ画面である。
【図１７】本実施例の折り方法を示した図である。
【図１８】本実施例の出力サンプルページ例を示した図である。
【図１９】本実施例の折り機挿入警告ＵＩ画面である。
【図２０】本実施例の出力サンプル選択ＵＩ画面である。
【図２１】本実施例の綴じ方法選択ＵＩ画面である。
【図２２】指定された四つ折り方法に基づき、面付け処理を実行するためのフローチャー
トである。
【図２３】四つ折りページ配置１として物理ページ上に配置される論理ページの配置を示
す図である。
【図２４】四つ折りページ配置２として物理ページ上に配置される論理ページの配置を示
す図である。
【図２５】（ａ）はＳ２２０６の処理により、用紙１枚目の論理ページ３、４、５、６ペ
ージが反転した状態を示す図である。（ｂ）は、用紙Ｐ枚目の論理ページＮ＋３、Ｎ＋４
、Ｎ＋５、Ｎ＋６ページ目が１８０度反転した状態を示す図である。
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【図２６】（ａ）はＳ２２０７の処理により、用紙１枚目の論理ページ１、２、７、８ペ
ージが反転した状態を示す図であり、（ｂ）は、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋７、Ｎ＋８ページ
目が１８０度反転した状態を示す図である。
【図２７】一つの物理ページに配置される論理ページの結合を示す図である。
【図２８】折り方２の面付け制御として、物理ページの回転を例示する図である。
【図２９】折り方３の面付け制御として、物理ページの入れ替えを例示する図である。
【図３０】折り方４の面付け制御を例示する図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】 【図２８】
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【図２９】 【図３０】
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